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情報モラル教育の実践に関わる研究 
   

                         研究員  山田 朋和 （南大野小学校） 

                              吉村 圭史 （中野小学校） 

                              中島 哲郎 （大野北中学校） 

                              渡邊 茂一 （上溝南中学校）  

                              後藤 幹夫 （総合学習センター） 

 

 著しい情報化の進展により、いつでも、どこからでもインターネットにつなぐことができ、多く

の情報を簡単に手に入れ、発信できる時代になってきた。その反面、ネットいじめやサイバー事件

などに子どもたちが巻き込まれることが問題となっており、情報モラル教育の充実が求められてい

るが、学校教育の対応は追いついていない状況である。 
 本研究では、情報モラル教育の問題を解決するには、誰でも情報モラルの指導ができること、子

ども自らが判断できる情報モラルの価値判断の基準を持たせることが必要であると考える。その手

立てとして、ⓐどの教師でも指導できる情報モラル授業の展開 ⓑ日常での情報モラルの指導 ⓒ

自ら判断できる情報モラルの価値判断の基準を持たせる指導のあり方 の 3 点を研究の柱と考え

て研究に取り組んでいく。教師が今よりもハードル意識を持たずに授業実践でき、情報モラルの問

題に子ども自らが対応できる力を育てていくにはどのようにすれば良いか、考えていきたい。  

 
Ⅰ はじめに 

 

１ 問題の把握 

 警察庁が平成24年2月23日に出した「平成23

年中の出会い系サイト等に起因する事犯の検

挙状況について」によれば、児童・生徒がイ

ンターネット等につながる情報機器を媒介に

した事件に巻き込まれる割合は依然として高

い。（表１） 

 

 表１ サイバー犯罪による被害者の性別・年齢 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また、いじめの様態のうちパソコンや携帯

電話等を使ったいじめの認知件数に占める割

合は 4.4％。件数は毎年微減しているが、方

法が巧妙になり学校が認知できていない可能

性もあると、文部科学省は指摘している。 

 サイバー犯罪の種類とその規制には、情報

技術の発展に伴った新たな問題の登場（図１）

と、その対処の法整備という、いたちごっこ

の現状があり、ある種のサイバー犯罪が起き

た際に、被害を防止する手段が講じられても、

一般に浸透するころには新たな問題による被

害者が発生してしまう。 

図１ 近年のサイバー犯罪に関する相談件数の推移 

 ※PIO-NET、APWG 等のデータを調査し複合したもの 
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そのため近年、サイバー犯罪を防止するた

めの講習会や授業は頻繁に行われているが、

多くの対処療法を紹介したり、禁止を訴えた

りするものが多い。情報化の著しい進展によ

り、情報教育が児童生徒の実態と事件の発生

頻度、情報機器の発展に伴う実情に追いつい

ていないことや、情報モラルの教育が対処法

や出来事を中心とした傾向になってしまって

いることがうかがえる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 課題となること  
 まず、「学校における教育の情報化の実態等

に関する調査」等を参考に課題の洗い出しを

行った。例えば、表２を見ると情報モラルを

指導できると回答した神奈川県の教師の割合

は70%に満たず、全国と比較しても非常に低

い。多くの教師が苦手意識をもったまま情報

モラルの指導を行っていることが分かる。サ

イバー犯罪の近年のいたちごっこの現状（図

１）と重ね、このままでは情報モラルの問題

に主体的に対応できる児童・生徒が育ちにく

い状況にあると考えられる。 
 

表２ 平成23年度学校における教育の情報化 

     の実態等に関する調査（文部科学省）  

 
このような状況をふまえて、情報モラル教

育の問題がなぜおきるのか考えてみると児

童・生徒側、教師側にそれぞれに、次のよう

な課題があると予想される。 

 

(1)児童・生徒が知識の習得を中心とした情

報モラルの授業を受けている。 

・対処療法的な指導のため、考える力が育

っておらず未来に起きる情報モラルの

問題に対応できない。 

・情報機器の仕組みと日常モラル的な問題

が区別できず、適切な対応ができない。 

(2)教師に情報モラルの指導への壁や負担

感がある。 

・情報モラルのことがよく分からない（情

報モラルと日常のモラルの乖離）。 

・コンピュータ機器の仕組みに対する理解

度の低さから来る不安感がある。 

 

 そこで本研究では、以上の課題を解決する

ために、めざす生徒像と教師像を明確にしな

がら、情報モラル教育の提案を行うことを目

的とした。 

 

Ⅱ 研究のねらい 

 

１ めざす児童・生徒像と教師像 

前述の考察から、教師が授業を行う中で自

身の情報機器への習熟度や仕組みの理解不足

の不安感から情報モラルを特別視し、他の教

科指導と同様に、生徒にどのような力を、ど

＊ 情報モラル ＊ 

 情報モラルは、「情報社会で適正な活動を行

うための基になる考え方と態度」1である。 
 学習指導要領では、「道徳の指導の中で、情

報モラルに関する指導に留意する」「各教科等

の指導に当たっては、情報手段に慣れ親しみ、

情報モラルを身に付けること」としている。

 また情報モラル教育の指導内容を、情報モ

ラル指導モデルカリキュラム２で、 
① 情報社会の倫理 

② 法の理解と遵守 

③ 安全への知恵 

④ 情報セキュリティ 

⑤ 公共的なネットワーク社会の構築 

の 5 つに分類し、児童・生徒の発達段階に

応じて指導することとしている。 



-  3  -
- 3 - 

 

うねらって児童・生徒に育てるかを明確にで

きないことが予想される。 
元横浜国立大学の中村氏３は、「本来情報モ

ラルは日常のモラルと切り離されたものでは

なく、大人の意識の中で２つに切り離されて

いる」と述べている。(図２) 
 

  図２ 情報モラルのとらえ方の差 

 
そこで、情報モラルと日常のモラルとの垣

根を取り払い、最適な授業や教材をもとに児

童・生徒を育てる方法を提示することで、教

師が情報モラルへの苦手感や不安感を払拭し、

取り組むことができると考えた。 
よって、次のような児童・生徒像と教師像

をめざし、研究を行うこととした。 
 
○めざす児童・生徒像： 
  義務教育卒業後も、形成された情報モ

ラルに関する価値判断の基準をもとに主

体的に情報モラルに関わる問題の課題を

明らかにし、解決できる児童・生徒。 
○めざす教師像： 
  情報モラルの問題に苦手意識を感じず、

児童・生徒に身につけさせる力を明確に

持ち、ねらって育てることのできる教師。 
 

２ 研究の柱 

児童・生徒像と教師像を達成するために、

誰にでも指導でき、また児童・生徒に情報モ

ラルの価値判断の基準が育つよう、次の３つ

の考え方を柱とし研究を行うこととした。 
 

(1)経験年数や情報機器への習熟度を問わず   

   どの教師でも指導のできる授業展開を開  

   発する。例えば、視聴覚教材やワークシー  

   トを活用し指導を行う。 

 

(2)日常的な学校活動の中で、情報モラルの育  

   成を行う。例えば、各教科・学級活動の授 

   業の中や、日常の声掛けなどから情報モラ 

   ルを意識させる指導を行う。 

 

(3)子ども自らが判断できる情報モラルの価 

   値判断の基準を持たせるために、情報や情   

   報機器の特性を意識させる授業（「なぜ」 

   を軸にした）授業づくりを行う。 

   例えば、情報機器の仕組みの理解は、発 

   達の段階によりその度合いが異なるため、 

   低学年ではルールやマナーに関わる「な 

   ぜ」、高学年では結果の原因を考察させる

「なぜ」、そして中学校段階では仕組みの科 

   学的理解に関わる「なぜ」などであり、す 

   べての指導場面に軸とし指導していく。 
 

Ⅲ 研究内容 

 

１ どの教師でも指導できる情報モラル授業   

  の展開 

  経験年数や情報機器への習熟度を問わず

指導のできる授業展開の開発について、次

のような考え方で取り組むこととした。 
(1)どの教師でも気軽に取り組めるよう、コ 

 ンテンツサーバー＊に入っているビデオ  
 教材「Ｎｅｔモラル」４を中心として展  
 開する。（図３） 

 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿______________ 

コンテンツサーバー＊ 
 映像等を共有し利用する      

 ために設置されたサーバー 

ビデオ教材「Ｎｅｔモラル」          

 広島県教科用資料書販売        

 株式会社が制作した情報モラル教材 （図３）      
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(2)児童・生徒が、対処療法の習得にとどまら 
   ず、知識を元にした思考・判断を行えるよ       
   うにするため、ワークシートを利用した言 
   語活動を行わせる。 
 

(3)また、その能力が育つよう、授業の展開の 
   順番を工夫する。授業の展開の順番は、 
   様々な条件から自分が取るべき行動（最    
   適解）を決定できる価値判断能力の育成    
   をめざす。なお、ワークシートについても、 
   授業の展開に準じ作成する。 

 
２ 日常での情報モラルの指導 

情報モラルへの関心を持たせるはたらきか

けを日常の学校生活の中でも継続して行うこ

とで、児童・生徒の情報モラルに対する関心・

意欲・態度が形成され、適切な情報モラルが

最終的に身についていくと考える。 
具体的なはたらきかけとして、日常での言

葉の投げかけにおいて、教師が情報モラルを

意識させる一言をかけることが考えられる。

例えば、児童が調べ学習の成果を発表する場

面で、「その情報をどこからどのように取得し

たか」をたずねたり、「いつの情報か」を確認

したりすることである。（表３） 
 
表３ 情報モラルを意識した教師の一言例 

 

教師が情報モラルを意識させる、どのよう

な一言を子どもにかければよいか、情報モラ

ルの指導内容と絡めて洗い出す。 
さらに、「情報モラルを育てる教師の一言

集」として、教師がいつでも参照できるよう

にまとめていく。 
 
３ 子ども自らが判断できる情報モラルの価 

  値判断の基準の育成 
  子どもが自ら情報モラルの価値判断を行う

基準を育成するため、情報や情報機器の特性

（事例の科学的な原因や背景を指すデジタル

の「なぜ」など）を意識させ授業を行ってい

く。そのことで、情報活用における正しい価

値判断基準を身につけ、正しい行動ができる

子どもの育成をめざす。（図 4） 

図４ 情報や情報機器の特性を軸にした学習 

   
  そのために３つの指導場面を設け、カリキ

ュラムの中に包括的に組み込んでいく。 
 ３つの指導場面とは、a 各教科・総合的な

学習の時間 b 道徳の時間（倫理、道徳的心

情・判断力・実践力) c 特別活動など（児童・

生徒指導、安全教育など) のことである。 
中学校では、技術・家庭科以外の教科でも、

情報モラルに関連のある展開を行うとよい。

例えば、社会の調べ学習において、その出典

を必ず明記させたり、情報の信頼性を検討さ

せたりする。また、理科などではレポートの

作成の仕方や、実験から得られる情報の取り

扱いに触れるなどである。 
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Ⅳ 実践と検証 

 

１ どの教師でも指導できる情報モラル授業 

  の展開 

 情報モラルに対し垣根をもった教師でも気

軽に取り組める授業の展開を検証するため、

どの教室からも利用できるビデオ教材「Ｎｅ

ｔモラル」を活用した授業実践を行った。実

践の際には、指導案、ワークシートをセット

で作成し、研究員以外の先生にも同じ内容で

実践してもらった。実践は、研究員の所属小

中学校で計１８回、延べ１２３人の先生が行

った。（教育実習生４人を含む） 
 
（１）小学校の実践例 A 

   
 
 
 
 
 
 
○ 計画と実践 
 計画にあたり、道徳の時間の授業で情報モ

ラルを取り扱うために、以下のことに留意し、

指導計画を立てた（図５）。 

 

■「著作権」とは何かではなく、自分が考え 

 た大切なマークを勝手に使われた主人公の 

 気持ちに焦点をあて、他人の権利を尊重し 

 ていこうとする態度の育成をめざす。 

        ＜指導項目４－（１）＞ 

■日常生活の中で頻繁に起きがちな事例につ 

 いて注目させ、自分たちの行動のあり方に 

 ついて考えさせた。 

 

 児童の多くは著作権という言葉を知ってい

たが、その意味や意義については知らないよ

うであった。しかし、授業を進めるうちに、

インターネットから無断で絵や写真をコピー

したり、文章をコピーすること、音楽を無料

でダウンロードすることがしてはいけないこ

とである事に気づき始めた。そして中には、

著作権など意識せずに絵や写真をコピーして

いたことにおどろいていた児童もいた。 

      図５ 授業展開 
 

○ 成果と課題 
 成果として、この授業を通し、著作権を意

識する児童が増え、日常の会話でも「これは

著作権でだめだよ。」などの声が聞こえるよ

うになった。ビデオ教材「Ｎｅｔモラル」を

活用することで、情報モラルの授業を抵抗感

なく行うことができた。 

 また、同じ学年の２人の先生にも授業をし

てもらったが、やってみたらそんなに大変で

はなかったという意見や、子どもたちに情報

モラルを教えることの大切さが分かりよかっ

たという意見であった。授業を終えて、子ど

もたちからも授業の中や日常の生活の中で、

著作権を意識するような発言がでてくるよう

になり、情報モラルへの関心の高まりを感じ

た。（表４） 

 インターネットを使って調べ学習を行うと

小学校 5 年生 
教科：道徳の時間（5 年生） 
使用したＮｅｔモラル教材： 
  Ｃ－０２ 著作権の概念を知る 
  「クラスのマーク”ピーチくん”」
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きにも、写真や文章の出典に気をつけるよう

になった。ある学級では、後日の社会の調べ

学習の際に、児童から自然に著作権の注意を

意識する言葉が聞かれた。著作権のことを知

らないときと比べて、意識が少しずつ高くな

ったので、ビデオ教材「Ｎｅｔモラル」を活

用して、学習することは簡便でとても有効だ

と感じた。また、自作資料を提示することで

葛藤する場面が見られた。 

 

 表４ 児童の感想 

 

 課題として、家庭に帰ってからの実践意識

は低いように感じられたため、日常的に情報

モラルの意識を高め、実践的な態度に表れる

よう、繰り返し指導し、少しずつ情報モラル

の意識を浸透させることの必要性を感じた。 
 また、道徳の授業としてビデオ教材「Ｎｅ

ｔモラル」を扱うには、課題も残った。授業

の計画の段階で、ねらいを道徳の価値にあて

て計画する事で、児童の道徳的価値観が情報

モラルの事例を通しても育つと考えた。しか

しながら、子どもに道徳的価値を見つめさせ

るような葛藤場面をビデオ教材から選び出せ

ず発問の設定が難しかった。 教材を工夫し、

指導上の配慮が必要だと感じた。 
 
（２） 中学校の実践例 A 

 
 
 
 
 
 
 
○ 計画と実践 
本授業では、実践校で情報機器にかかわる

トラブルが起きていた事もあり、緊急性、即

効性が求められていた。 
しかし、対処療法的ではなくその後の生徒

の生活において情報機器にかかわるトラブル

を起こさない実践的な力をねらって育てるた

め、情報や情報機器の特性をもとに思考活動

を行わせる展開とワークシートの検討が行わ

れた。 
始めに作成したビデオ教材の内容から考え

た展開は、情報活用における正しい価値判断

基準がおさえられていないまま、正しい電子

掲示板の使い方を考えさせるものであったり、

対処療法的な指導で、掲示板の危険性を理解

することが目的だったりしていた。（図６） 
研究員で検討した結果、次のような点に留

意し、ワークシートを作成して（図７）授業 
を行った。 

 
■授業の展開を工夫する中で、適切に生徒に 
 思考力・判断力・表現力等が育つよう、思 
 考活動に必要な知識（情報や情報機器の特 
 性を先に提示した上で、それをもとにした 
 最適解を考えさせる流れをとる。 
■情報機器は本来便利な技術であり、その良 
 い利用の仕方を考えさせた方がよい。 

 

 

中学校 1 年生 
教科：学級活動「ネットいじめ」 
       「不適切な書込み」 
使用したＮｅｔモラル教材： 
 Ｂ－１２、１４ 学校裏サイト 

 黙ってマネをするのはよくないと思う。 

 マネされた方はすごく悲しむから。 

 自分で考えたオリジナルのマークを人にマネ

されたらオリジナルじゃなくなるからイヤだ

な・・・。 

 私も今までに、気づかずに人を傷つけていた

かもしれないから、今後はよく考えた行動し

たい。 

 お気に入りの物をマネされるのはイヤだと思

った。 

 もしマネをしたい物があったら、許可をして

もらってから。 

 気づかないうちに傷つけてしまったらすぐに

謝る。 

 マネをしていいか１回聞いてから描きたい。
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図６ 検討前のワークシート 

図７ 検討後のワークシート 
 
○ 成果と課題 
 成果として次の３点があげられた。 
 
１）ビデオ教材の簡便さ 
  どの教師もコンテンツサーバーから簡単 
 にビデオ教材を取り出し、情報モラルの授 
 業を行うことができること。ビデオ教材は 
 短時間（10 分以内）にまとまっているので、 
 クラスの実態によって様々な手法で授業を 

展開できることが効果的であった。また、 
 ビデオ教材には生徒の実態に即して対処方 
 法が示され、関心をもたせながら情報モラ 
 ルの問題の解決法を知らせることができた。 
  結果、知識の習得において生徒の感想に 
 あるような一定レベルの成果を上げること 
 ができた。（表５） 

 
  表５ 生徒の感想 

 
 
２）展開とワークシートの工夫 
  指導した６名の教師のアンケート（表６） 
 を分析した結果、その変更は有効であった 
 と判断した。 
  授業の展開やワークシートを工夫するこ 
 とで、生徒が主体的に情報機器に関わり問 
 題に取り組むことのできる能力の育成が容 
 易になると考えられる。 
 
３）授業実践による成果 
  実践校を例にとるかぎり、毎年ネットい  
 じめなどの事例があり、問題となっていた。 
 しかし、今回の授業を取り扱った学年では、 
 ネットをつかったいじめや不適切な書き込 
 みなどの大きな事例が 1 年間発生しなくな 
 った。これは本取り組みが生活指導の面で 
 も一定の効果を発揮し、また生徒に主体的 

 ルールを守って、人の悪口などを書か

ないようにしたい。ネットでケンカに

ならないように長所をほめる書き込み

がいいと思う。まわりの人に迷惑がか

からないように責任を持ちたい。 

 書き込んだ後のことを良く考えたいと

思う。 

 書き込んでいいのは学校でおきた楽し

いこと、おもしろいこと、個人情報に

関わらないこと、悪口じゃないことだ

と思う。トラブルを防ぎ、世界中の誰

が見ても大丈夫にしたい。 
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 に情報機器を取り扱う力が身についたので 
 はないかと考える。 
 また、その後起きた小さなトラブル等も 
事前の指導を行っていたため、指導が入り  
やすくなり、速やかに対処できるようにな 
った。 
 

表６ 教師のアンケートより 

 

       

一方課題は、ネットモラルの授業の必要性

を感じながらも、どの題材をいつ実施すれば

いいのかを、疑問に思っている教師が多くい

たことである。 
ネットモラルの授業は容易に取り組むこと

ができるが、計画的に実施することでより効

果が増すと考えられる。さらに多くの授業実

践を行い、ネットモラルの授業はどの教師に

も実施することが容易であることを示すこと

と、どのようなプランで実施すればよいのか

のモデルを示すことが課題となった。 
 
 

２ 情報モラルを意識した教師の一言集 
各教科の授業や日常生活のあらゆる場面で

教師が発する子どもへの言葉の投げかけにお

いて、「どのような一言が、子どもたちに情報

モラルを意識させることができるか」を整理

した。（図８） 

また、教師の一言を整理するだけではなく、

その一言がどのような情報モラルを意識させ

ることにつながるのか検討した。 

 

図８「その情報はどこから」 

 
その教師の投げかける一言が、情報モラル

の何を意識させられるかが明確になるように

文部科学省が示した「情報モラル指導モデル

カリキュラム」の 指導内容に照らし合わせ、

その一言が、①情報社会の倫理 ②法の理解

と遵守 ③安全への知識 ④情報セキュリテ

ィ ⑤公共的なネットワーク社会の構築 の

どの指導内容を意識できるのかまとめた。（表

７） 
 
 

 生徒は興味深く取り組み、プリントは

グループの話し合いの内容から、理解

できていると感じとれた。 

 身近な題材をビデオ教材で分かりやす

く伝えることができた。 

 書込みの内容は、生徒が日常生活で軽

はずみで口にする言葉も多かったた

め、書込みによって、不特定多数の人

の目にふれるととんでもないことにな

るという実感が沸いてよかった。 

 具体例があり、ビデオ教材は手軽に取

り組めよかった。 

 「掲示板がなければいい」という意見

もあったが、情報化社会を生きる生徒

には必要なことであることを考えさせ

ていかなくてはならないと思う。 
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さらに、「情報モラルを育てる教師の一言

集」を作成し、各教科の授業や日常生活のあ

らゆる場面での、情報モラルを高める教師の

投げかける一言について、教師がいつでも参

照できるようにまとめた。 
 

○ 成果と課題 
 成果として、教師の一言を言い続けた結果、

小学校２年生の家庭学習のノートにも何を元

に調べたか、出典が明記されるものが見られ

るようになった。（図９）また、子どもたちの

国語や算数、生活科や総合的な学習などのノ

ートやレポートに友だちの意見や他からの情

報が自分の意見と分類されて書かれているの

も見られた。さらに、小学校高学年では、「そ

れ本当？？」「その情報、どこから？」など

という言葉が、日常の子どもの会話から聞か

れるようになった。 

 このように、教師の日常からの声かけによ

って、子どもたちの情報モラルが高められた

ことが分かった。 

 
 

 

     

図９ 小学校２年生の児童の日記 

 

 課題は、「教師の一言」は子どもの視点を与

え、見方や考え方を広げるものでなくてなら

ないが、今回の研究で検討を重ねる毎に、一

言で終わらせた方がよいものと、注釈する二

言目の必要なものがあり検討が必要と分かっ

たことである。また、価値観の押しつけにな

らない言葉を選ぶことも大切であった。実践

を積み重ね、より洗練された一言に高める必

要がある。 
 

 表７ 情報モラルを意識した教師の一言 

     ※ 表中の数字は、「情報モラル指導モデルカリキュラム」文部科学省）分類に準じる 
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３ 情報や情報機器の特性「なぜ」を軸にし 

  た授業づくり 

 

 ２年目の研究は、研究員による情報モラル

の授業を研究員同士で参観し、子どもたちの

様子を実際に観察しながら分析していくこと

を研究の１つの方向とした。 
 また、ビデオ教材「Ｎｅｔモラル」を使わ

ず、情報や情報機器の特性「なぜ」を軸にし

た授業についての研究を進めた。 
 
（１）小学校の実践例 B 

 
 
 
 
 
 「文字」という情報の特性を軸に、文字だ

けで伝えることの難しさや相手に誤解を与え

ないように気をつけて書く必要性を考えるた

め、こちらから示した課題について会話をせ

ず、自分の考えを付箋に書いて時系列で貼っ

ていき、文字のやりとりだけで自分の考えや

気持ちを伝えたり、相手が何を伝えたいのか

を感じ取る活動を行った。（図 10） 

    図 10 授業展開 

文字だけで相手に気持ちや考えを伝えようと

しても、正確に相手に伝えるためには、文章

をよく考えないといけない。また、授業では

時系列で貼っていくために、短い文章や単語

だけになってしまい、文章だけで相手に気持

ちを伝え、まとめていくことは難しい部分も

あった。反面、ふだん発言をしない児童も文

字に表すことで自分の考えを表せたり内容を

まとめようとしている場面が見られた。 

 
○ 成果と課題 
 成果として、まず、ＰＣ教室やビデオ教材

を使わなくても、教室で簡単に掲示板の擬似

的な体験して、情報や情報機器の特性を軸に

した授業ができることが分かった。子どもか

らも「文字だけで伝えることが楽しかった」

（表８）と感想で述べている。 

 次に、「文字だけで思いを全部伝えるのが

むずかしい」「直接だと嫌なことを言われて

もそんなにカッとならないけど、（話し手の

表情など、話し手の思いを補完する情報が伝

わってこないから）紙に書くとカッとなる」

など、「文字」という情報の特性にふれた感

想も多く、自らが判断できる情報モラルの価

値判断の基準の育成につながる実践になった。 
 さらに、情報や情報機器の特性を軸として

授業に組み込めば、学級活動だけでなく各教

科や総合的な学習の時間などに転用したり、

学年を変えても実践できたりすることが分か

った。  

 課題として、文字だけで伝える活動を子ど

もたちも楽しみながら活動していたが、中に

は、文章が短くて、相手を誤解させるような

文になったり、相手が嫌な気持ちになったり

するようなことを書いてしまい、話がまとま

らない班もあった。日頃から行っている学級

経営と同じで、どのように行動すればよかっ

たのか振り返らせ、丁寧に指導していくこと

が情報モラルの授業でも必要であった。 
 

小学校３年生 
教科：学級活動 
「文字だけで考えや気持ちを伝えよう」
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表８ 児童の感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）中学校の実践例 B 

 

 

 

 

理科の実験結果を検証する中で、情報発信

の責任や情報の捉え方についてふれる授業を

行った。 

実験は化学変化に関係するすべての物質を

考えると、質量保存の法則が成り立つことを

見いださせる内容である。実験で得られる実

験値には誤差があり、必ずしも理論値通りに

はいかない。その誤差の理由を考え、どのよ

うに実験値を判断するのか、情報や情報機器

の特性となる情報発信の責任性や情報の正確

さにふれて授業を展開した。（図 11・12） 

図 11 授業展開 

図 12 ワークシート 

 

○ 成果と課題 
成果として、実験を考察する時、子ど

もたちに情報の確かさを明確に意識さ

せることで、器具の誤差、測定環境な

ど情報発信の責任性や情報の正確さに関す

る発言が多く見られた。 

「インターネットなどから得た情報

は本当に正しいのか？」や人為的なミ

ス（意図的なものも含む）など、日常

生活の経験に基づき、情報そのものの

捉え方を考え、情報モラルに直接関わ

る発言も見られた。（表９） 

情報や情報機器の特性を組み込み、

教科（理科）の中でも情報モラルに留

意する授業を行うことができた。 

 

中学校 2 年生 
教科：理科「化学変化と物質の規則性」

 文字だけで伝えることが楽しかった。 

 班のみんなに言葉ではなく文で話すと、言

葉で言うよりも楽しくなってきました。 

 言葉が出せなかったから、難しかった。 

 文字だけで思いを全部伝えるのがむずかし

いことが分かりました。 

 みんなに意見を聞いてもらえるように、も

っときれいにまとめて書こうと思った。 

 少しでも悪口を書くとケンカになるので、

インターネットをやる時は、悪口を書かな

いように気をつけたいと思います。 

 他の班が書いたのを見て回った時、「うるさ

い」「はやくしろ」などの文字が、嫌な気持

ちになりました。 

 みんなが文句を言っている中、話題に戻し

たのに、関係ないみたいな感じで流された

ので、少し悲しい気持ちになった。 

 文字を間違えて書いてしまい、さらに間違

ったので、はずかしかった。 

 言葉だと嫌なことを言われてもそんなにカ

ッとならないけど、紙に書くとカッとなる

から気をつけたい。 
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表９ 生徒の感想 

 

 

課題として、情報や情報機器の特性を軸と

して授業に組み込み授業をデザインするのに

授業のどの場面に当てはめ、どう投げかける

のか、検討に時間がかかったことである。 

 

Ⅴ まとめ 

 

以上、ⓐどの教師も指導のできる情報モラ

ル授業の展開 ⓑ日常での情報モラルの指導 

ⓒ自らで判断できる情報モラルの価値判断の

基準を持たせる指導 を進めることで教師も

生徒も、今よりもハードル意識を持たずに情

報モラルの学習を行うことができ、情報モラ

ルの価値判断基準を持たせ普遍的な情報モラ

ルを身につけさせることにつながっていくこ

とが実践からも分かった。延べ１２３人とい

う多くの授業実践は「どの教師も指導できる」

という成果につながった。 
また、「少しでも悪口を書くとケンカにな

るので、インターネットをやる時は、悪口を

書かないように気をつけたい」「インターネ

ットの使い方のように、複数の情報から正し

い情報を読み取ることが必要だと思う」など、

関心だけでなく情報モラルの態度が高まって

いる様子も見られた。このことが、情報モラ

ルの問題に子ども自らが対応できる力を育て

ていくことにつながるのではと考える。 
しかしながら、限りある授業実践では、全

学年の授業実践による検証のもとで、子ども

の発達段階にあったモデルプランを提示する

ことができなかった。また、情報や情報機

器の特性を軸にした授業をデザインす

るためには、特性をある程度理解する

ことが必要であり、その支援が今後の

大きな課題となると感じられた。 

 最後に、この研究の成果が、子どもたちの

これからの情報社会を主体的に生き抜くため

の能力育成へとつながることを期待する。 
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・ データの誤差は風が吹いていたり、息が

電子てんびんにかかるために数値がず

れたりすることによって起こると思う。

実験データはインターネットの使い方

のように、複数の情報から正しい情報を

読み取ることが必要だと思う。信頼性を

高くするには、同じ器具を使い、同じ人

が多くの回数（５回くらい）実験をすれ

ば良いのではないかと思う。また、出て

きた数値の平均をとることで、信頼性の

高い結果がでると思う。 

・ 実験をした環境によっても違ってくる。

もしかしたら人が数字をごまかしてい

るかもしれない。平均をだしてみる。同

じ実験を一回だけでなく、２、３回やっ

てみる。細かい数値まではかる。 

・ ずれたのは人の手でやるからだし、機器

の性能によっても変わる。だから１回や

っても正しいか分からないから、何回か

やってその平均をとるのがいいと思っ

た。 


